
 

【次回開催予定】 六実中央公園 第２回ワークショップ 

 日 時：令和５年 10 月 22 日（日）13：00～16：00 

 会 場：六実市民センター別館 3 階 コミュニティ会議室１ 

 内 容：意見の採択、計画案と整備案への反映 

 

【お問い合わせ】 松戸市公園緑地課 

 ℡047-366-7380 担当：戸津・須﨑 

赤グループ 
 

いざというときに頼れる 
だれでも利用できる安全な公園 

課 題  

【園地】・高低差・排水を改善したい 

・園内を１周する園路のバリアフリ 

ー化、休憩施設を更新したい 

【トイレ】トイレをバリアフリーにしたい 

【防犯】公園内外の見通しを確保したい 

（公園全体の樹木を減らす） 

【防災】浸水リスクを考慮して防災倉庫の 

位置を見直したい 

提 案  

【施設】・駐車場、駐輪場を新設したい 

・健康器具をスポーツ選手監修で更 

新したい 

【遊具】シンボルとなる面白い遊具を設置 

したい 

【防災】かまどベンチなどの災害用アイテム 

を設置したい 

【その他】・グラウンドの芝生化 

・防球ネットを設置したい 

青グループ 
 

安心安全に集える公園 

課 題  

【園地】公園を 1 周できる園路を整備して 

ほしい 

【トイレ】・トイレをバリアフリーに。 

・個室を広く、チャイルドチェア 

を付けてほしい 

【施設】夏は適当な日影、雨の場合は避難 

する場所がほしい 

【樹木】・樹木に樹名板があると良い 

 ・見通しが良くなるように管理する 

提 案  

【施設】・駐車場、駐輪場がほしい 

・健康器具を設置したい 

・藤棚下のベンチを更新したい 

【遊具】インクルーシブ遊具を設置したい 

【防災】防災井戸、ソーラー照明灯を設置 

したい 

【トイレ】正面入口付近にトイレや水飲み 

を設置したい 

黄グループ 
 

小さなこどもから高齢者まで
様々な世代がつどえる広場 

課 題  

【園地】出入口はバリアフリー化してほしい 

【トイレ】トイレを新しくきれいに更新 

【施設】ベンチを新しくユニバーサルデザイ 

ンタイプにしたい 

【防犯】植栽が多く見通しが悪い。不審者や 

不法投棄の話を聞くので死角をなく 

したい 

【遊具】今の遊具は児童には良いが乳幼児に 

は使いづらい 

提 案  

【施設】・藤棚を更新したい 

・バスケットゴールを設置したい 

【遊具】・ありきたりじゃない楽しい遊具が 

あったらいい 

・未就学児も遊べる遊具、アスレチ 

ックもあれば良い 

・遊具の近くに保護者の見守りスペ 

ース（ベンチ）がほしい 

【園地】公園外周をランニングしたい 

【樹木】落葉の除去。葉が落ちにくく虫が 

つかない樹木に更新したい 

緑グループ 
 

誰もが楽しめる公園 

課 題  

【その他】・記念碑を改修したい 

・植栽をなるべく残したい 

・グラウンドで野球以外のサッカ 

ーなどのスポーツもしたい 

・防球ネットを設置したい 

提 案  

【施設】・背付きベンチ設置したい 

・自転車置場を設置したい 

・バリアフリー対応の健康器具で雨 

除けの施設もほしい 

【遊具】・話題となるような遊具が良い 

・オリジナリティーのある遊具で 

差別化を図りたい 

・複合遊具を設置したい 

・水遊びできる場所がほしい 

【園地】・外周園路でランニングしたい 

・車いすでも通れるようにしたい 

【その他】・グラウンドの人工芝化 

日 時：令和５年 9 月 2４日（日）13:00～16:00 

場 所：六実市民センター 別館３階 コミュニティ会議室１ 

出席者：３３名 （内 市４名、コンサルタント 5 名） 

このたびは「六実中央公園」の再整備を考えるワークショップにご参加・

ご協力いただきありがとうございます。 

第１回ワークショップでは「どんな公園にしたい？」をテーマに４つのグ

ループに分かれ、「現状で改善したい所（課題）」と、「新たに整備したいもの

（提案）」を、みんなで考えました。公園の現状、課題と問題点を確認した後、

みんなで現地確認を行いました。参加者の方々からは、具体的な改修内容や

自分以外の利用者を思った意見など活発なご意見をいただくことができまし

た。以下にその概要をまとめましたのでご覧ください。 

ワークショップってなに？ 
ワークショップとは、参加者が自らの考

えや思いを語り、相互の意見などの中から
何かを学びあったり創り出したりする場
所のことです。 

公園のワークショップでは、地域の方々 
の意見・思いを出し合い、皆さんで共有し、将来に向
けた公園像を創りあげて行く場となります。 

①事業計画の説明

の後、公園の現

状・課題と問題

点の確認を行い

ました。 

 

 

 

 

 

②現地に行き、公

園の状況を参加

者全員で確認し

ました。 

 

 

 

 

 

③グループ毎に、

課題と新たな提

案について意見

を出し合い、公

園のタイトルを

決めました。 

 

 

 

 

 

④グループ毎に、

話し合った内容

について発表を

行いました。 

 ワークショップの主な流れ 
六実中央公園の「課題」・「新たな提案」について書いた付箋を、図に貼ってまとめました。公園のタイトルも考えました。 

主な意見は以下の通りです。（赤字は２グループ以上で出た内容、青字は反対の意味の内容を示します） 
各グループの成果 

第 1 回 

【施設】駐輪場の設置。藤棚、ベンチ等の更新。雨除け・日除けの設置。健康器具の更新（スポーツ選手監修、雨除け設置）【トイレ】バリアフリー対応 

【遊具】オリジナリティーで差別化。面白い、ありきたりじゃない遊具。幼児用遊具と保護者の休憩場所。【その他】防球ネット設置。野球以外のスポーツ。 

【園地】公園を一周する園路(バリアフリー)。入口のバリアフリー化。 【防災】ソーラー照明灯、かまどベンチ、防災井戸の設置。防災倉庫位置の見直し。 

【樹木】維持管理しやすい樹木へ更新。維持管理の方針を決める。見通し改善のため樹木を減らす。植栽はなるべく残す。【防犯】照明灯の増設。見通し改善。 

ワークショップのまとめ たくさんの意見をいただいた中から、共通する意見を中心に主な意見をまとめました。 


